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スギ高齢林における表層土壌の移動量

前田雅量 ・中川 勉 ・橋本忠義

Masakazu MAEDA， Tsutomu NAKAGAWA and Tadayoshi HASHIMOTO 

Soil movement in old Sugi (αyptomeria .Iaponica) forest 
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I はじめに

本州市lIi栴の低迷、林業労働力の減少あるいは応庇への

配慮などから、これまでの伐採収穫WII'IUを延長して長伐

!日|に誘導するために市川小林が地Jmしている。 これらの!?Jl

齢材、について、材、i世保全:、~~、l也午dUJのif:II HJの立場から、

求刑J:淡の移動;;l:の低叫がみられるかどうか、県下のス

ギ市i Uiíì 材、 と それに隣主主ーする :1 :Uliíl~;jく とを比 ' 1佼制食したので

字|」;17する。

E 試験地と調査方法

1 調査地の概況

;iJt.J:í!U自は宍!!tg ， lj -" ，~Y l lIl と宍柴山千組 1Ir) のスギ r:;l'imíì材、と

それに隣接する:IUIi[l林である。

~:~~~rlJ- 富山 l は98{1 ・ ~L，林分て、立本:持;JJtは250本/ha、平

均枯t~;;i33111 の{氏:斤;Jkt，!j {tHì林 (lly=0.49) 、 85 1，1"J の立木

将;1J{'1，090本/hel、'jLJI，)11H~';i 30111の，:;;，給皮肉i'Hii林(lly=O.9 

2) とこれらの林分に líþiHtーする .I / I {I'. ~I:. で 立 木純度 1 ， 550本

/ha 、 117.JI，)111n~;i 18111 o):ll:IHil林 (lly=0.80)を調査J也とした。

~:~~~:ïl -j千 H(llJ fi j:86 1，1'. ~ 1 のスギ林 ('170本/ha 、 il Z， J主JWJi:'; i

33111、)ly=O.70) とそれに隣接する約501c1三iのスギ林 (58

0本/h11 、 ' I ~均1titj'，;:i 28 111、IIy=0.70) を;iJMl1fJ山とした。

2 調査の方法

7;，YIII')'試験 j也では、{止符以iJ と荷主主;)止の ， :~;i îliíì~~、 lこ 2002年

に L111 /YU隔で'+.I沙受け桁を 10位|ずつ傾斜ブjl古lに也f()に投

目し、 2003{1三(ここれらにI>4Hえする:1士l愉林に同慌に上{，少受

けj引を10{181設問した。 ここでは、200311二3J-l~2006イ!な)1 

の3{fllfJのデータをとりまとめた結栄を報f13する。

!砂受け箱は、岩川ら (1)がHIし、たイ:1係とし、 'l'I，¥25c

mX r'l，'jさ:15cmX 奥行き 20cmであり、 ::j-)~の üfê入jj一向と~の

白iはネン卜で出し'/J<分は流11:されるようになっている。

上u少受けjrid支出筒J:'Jrの寸jぐ 1.山に ll11Xlmの訪ht~区を

設定し、その中ぶFTjの11''(1&:'rと傾斜角度をi)llliJ二・した。

この土砂受け新へのlifq:J.ll物は2003イI'.jftは原則として 3

カ)Jに 11i21、200'1{1".J立以降はj，):)'Jil:J V J J'I( J (こ採取し、 80"C

で 2/111¥1':ω呆し、その後 2mmの11m(こより、Tfflj、手111士、リ

ターに分類l し、それぞれの !;iZ~来前監を訓II í1ごした。

千稲IIIJi試験j自においても 、一宮111]試験地と同械のー|砂

受け箱を 1111 fI¥'J 1同で、 511i'!1ずつ2005イド5)Jに設i泣い原WI

として)Jに 11'，'1、村t.l¥!i物を採取し、その乾燥j]iliJ.:をlイド11¥1

;UM101'した。

また、;刑公JVJ11¥1 '1'の降1:1'1託のデータについては、 一冶l品自4自1

11川川1/川lりl試!験段j地也の技場場JJ今合は、 試験J自の市|判IJ[j約18km、げlJt支出で、600

111下力にあるや|リ 'liJin気象什、 一両側iJ!lJ所のデータ (2ノ

を使川し、下積111)一試験j也については、試験l也の|判I'L凶J16k 

m、げ'1fJ'b<:，:':iで600111下))にあるやI'F'lflU下気象台、イf，J1HI!l!.iJ!lI

rVrのデータ (2)を{点)11した。

E 結果と考察

1 一宮町試験地

'l~ïlJ)制台地の各材、分に土砂受け仰を設起した 10 カ j好

の平均{lJi~M(jl* と、 ーI :{沙受けX-íi設 l世間所の卜書1\ 1 111 I!fl )'j 

の1也被2-{~は表 1 のとおりであった。平均傾斜角度zは試験

|三によって差はみられなかったが、 !?i:本j百の1It[1¥皮ネにつ

いては低将;JJ[ ~~:j Wfi材、はマツカゼソウ、タケニグサ、シロ

ヤマシダなどにより高かったが、他の 21~ はi氏かった。

なお、いずれの区も低木腐はみられなかった。

衣 l 各試験j也の{以来ニffEj)主ーと植紙付二 ー宮nlj試験J也)

試験|茎 平均傾斜角度 平均{班I皮ヰ::.S.

{氏特;}jtI~~.'j n命林 40度 89% 

111i待度目齢イネ 381ぷ 15% 

:卜 l:tH糾~， 39度 9% 

- 11-
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2孫 11に大きく、オl:iHii材、のー1::11少移動院が最大である2004

{1.8~9)J は l緑町|却下が」番 付に大きかった。 これらの期

間の i砂移動lEをみると、|経iT:山jーよりも降下1'11主|予とのみ

が1'1'1聞が比較的r:うiし、よう に思えるが、 |年雨|本|了ーの大きい

WJI'::'Iが必ずしも+11少移動長が大きいと もいえなかった。

また、 iiJ司有主f.JJtごとの一|一ir少移動鼠と降雨lfiをl送12に、

昨 I'l:i l左|子を 1~1 3 に示したc どの;iJM1d'J~1問においても、各

1，1:度ともスギ:J.U始材、のゴ砂移到J1I.!:rま市11的林よりも多かっ

た。日tMii林どうしでは!史浩J度林が低詐;度林より多く、各

材、分I'M'Iの土砂移動L72には分散分析の結梨、危険キ¥5%でギー]

古:芯が認められた。 1 1:1)訟皮肉l'M~ì材、と{氏特;Ji.t ~~:i I'lií~ ~本の廷は

1，11主により 1.6~2. '1イi与(平均2.I{;~:) であったが、これは

ド)~HIむと!による航被ヰ川〉差によるものと思われた。 れ:齢

材、の上uP，f多重JJ:f:ーは J~~llj .~ヰ"，:Jjt ~i WiI 1~、の 2 . 0~3. 61i"，: (てVl~)2 . 6 

iホ)、低投;度目imii林の3.5~8 . 8的(とI!:J勾5.6{i!i)と45しく

多かった。20∞0，1μ，イ作f
i阿正川iれi;郎:::1川::1市|日1をrll，心心(にこ、 ぺ:リiLで2，90'lh3という大きな被"i .~: を被り、

-"，，1;;1111'試験地でも止1帥林に風!j;rJ被官がみられたが、この

台風.j'J!(~i~;: .1)，、litjの 11，下、l'ーのー|ー{沙移動iiiの総lZを比較 して も、

:I UI.j(，林は~!:j!，t: )J[ ~::j Il冷~;1，の 2.3{氏、{氏手伝 j立前11愉材、の 3. 2併で

あった。r， ~心~，川J

4併料J有l に佐密，)皮i立t計i官管~î'JI!!が行きj肝日吊iいし、た日r市市:ミ討:il'帥Ui'的jiイ材林オ木、で、は少ないこと を|切別y引jら
かにできた。

なお、 :11:齢材、で、はこの台風による)州士rJf'!J('，l;を受けた後

に、」砂移動ETの1比一しいl';:1)JIIがみられた。これは壮W;I林

の卜炉Hu'C::1が著しく少ないうえに、 j民倒(jJ('，b;:によりギャ

ップが当じ、 l白J去、iWiがii(こ主らされる í~i Jjr 1J 'WI)JII した こ

とや、八。隔が流失しj也表を Ir.tn初~ifie卜しやすくなったこ

と、あるいはj也表のjH~Lなどによるのではないかと宅え

られる 。 IßI2 、 3 によ ると、山治度および低俗度の戸!'îWf~

材、は降l、I'i晶、|経l:Fil本|了一の多少に.i!U動して 1:砂砂uVJIi1:もJ開

iJfR しているが、止I : JÏjiì~;，jくだけは200 1.1 {I~ Jj[の令)瓜被約以後、

20051，1' 度も u沙J多田J1，1が唱力11している。このミとからも、

中1:l!i í~材、では台風被告:による被官aのJf~~li~?が尼を ';)1 し 、て いる

ものと考えられた。

細 L:、際、リターのyLI三 111 1 の1多 mh -f~.: を@4~6 にノr，した。

刻11 土、 íëi&の |市!ぞ;ーは、 一I:ir予、移動 Ji! の ~z~ -ITi.~ とIrïl保の傾向を7F

し、特にfだについては分散分析の斜l来、危Ijfr~of¥5 ';{，で材、分

IHIに宿主差が認められた。しかし、リターの移動還につ

いては:1 1 齢林より高給度高 llií~~;，j、の )j が多く、分散分析の

結栄でも {H主問に 1%の危険率で干T/~:J-r::(ま認められたも

のの林分r:nには有志、売は;必められなかった。 これは材、分

J:XIのリターlJU.J.叩ーの泣いによるものと忠われた。鋭利、の

ーi:J:iii浸食 |りJ 11一機能の一つに都荒J@iや林!ヰミ他~.による ~I:i i前i

浸食の|ジjJL機能がある ι'3， -1， 5) 0 I.i/じ l台y点度

林分で、 1')官Î ~ Ji'r: ~L二 も乏しい r'，~ij U，j íì林と 壮 {Uf~林の l:rJに ー I '~i沙移

動J誌の差がみられたのは、このリター設の違い、flllち、
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ド16 各試験|ヌのリタ一移動量

(ー'1;¥'1111'試験地)

1~、床i皮綴ネの泣いもl.~~マiJL していると考えられた。

2 千種町試験地

千部111)試験J也は2005"):.5)1161=1 ~2006 1， 1 : 5 )OJ lJドlのがJI 

イ1・Ifljiu，'i]J'，i'した。

千'HilWni叫余地の u少受け狩iを校出 した 5ヵ所の平均傾

斜1(1&は、 r::，'IiUi~材、 |ヌーが 2íJjf 、 :1:1 帥1~; 1天が281立と大きなJ~~::

はなかった。 また、 u少受けi:「!日文I(;J:箇所の 1:11/¥1 m jJlj)J 

のl草木j習の1itH疫不は1"":1帥材、|ヌーが9%、:11:11命材、|さが5'X)であ

った。

高齢材、と :I I:IHí11~、の H沙J多 1i!J l誌と 1\伯、 1'1日は |ヌ17 のとおり

て、あった。
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|さ17 各試験区の上砂移動此 と|係 ilj ~t

(í' ，fmlllrM~倹J也)

rA齢材、、 :I:I:IHi'i林ともに版本庖;の1!1'[被ネは低かったが、

1:-:1さが1m科庄のミツマタが{岳山し、 {江本lfjの1li'(I 1は出か

であった。

fiJM J'，UVIII\jl.ll の :1:Ul!f. 1本のよ11少J多1tJJ lik は，~;: ì W-~1*の 2 51誌で

あったが、何者に統計一!ドJに有立法は認められなかった。

また、降雨量と:1:I:illii林の上l沙移動盃ーのl'I¥jに危険キ5%で111

I :y'~j が認め られた(1' =0.83) ものの 、 i布市川本の ー|て 1沙I多必IJ -:t'!:

との1=I'lty~は j1.1かった(，-=0.28) 。 降下111羽了ーとの十Ll ly~jにつ

いても検討したが、 I~，' j !llfH~， (1'二O.69)、中l:iHi11ホ(r=0.53)

ともに1lll1"jは認められなかった。

制IIJ:oコ移動員:については1;;;;18のとおりで、あった。制脊

}りIlIfj'-1:' の~ IjHí1材、の移動 -~~は日::，齢林の ~l. 5jì~，であり、分散分

析の結果、 |市l者に危険水5%で有志~J{~が認め られた。 また、

1\年 1 '1 ・î~~ と H:{的材、の制IU 移動誌の If\j に危険率5%で相聞が

認め られた (r=0. 8，J)が 、国i(1飴J本とのI'n'jには1:11f:Wlは認

められなかった。
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|五18 各試験IZの制|ヒ移動長と|糸1:I'j:ik 

(千和111l'試験i也)

艇の移動中ーは|米19 のとおりで、 ~ 'I:I'lií1林は i内illfh材、の '1. 31/主

であ っ たが、 ~I;í者(こ統~ I.( I(J にイi 芯、 2~~:は認め られなかった。

また、|昨.ド|τ!庁十、降下|一WI-c.と のII¥Jに+11聞は認められなかっ

た。
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|五19 各試験|正の限移動車

(千極1111試験地)

リターの移動員については図 lOのとおりで、 H:Î~íÎ材、と

IAJ齢林ではほとんど同斜度で売はみられなかった。

今回の~iNij恋で 、 ~:I:ilJiì林の L:1i少移動量は高 I'Hí1林に比べて

多いことがゆiらかとなった。兵庫県では200</{1三度のfiJf.l

による社大な森林被:，i; の経験から、災存に~rt-tし、森づくり

に1Ii1.り K:Ilんでいるが 、 その緊急|り134林~!~~ 1jm事 業では、念、
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口高齢林

図壮齢林

80 

60 

o L也且cillll白
~0 <_0 ，，0 ~0 /_0 ，，0 冷 o

yy  y 尺ペ〆λヂ
期間

(
E
¥切
)
酬
漏
総

lmm「
-

40 

20 

各，;え験|乏のリタ-1'多UVJ~~ik 

(下桁IWj"試験地)

IslIO 

{匹以μ也の'1511と|ミ以下の:1-1:1'1);111;(こ、!日1伐木を手Ij)1 Jした LfN 

Lを設世し、 I::ú;少 ifrUl i ほの特1成に五~Ml占をあげている (6 ノ 。

また、 r:'11iWr'i林へと誘導する長伐jりl胞業は、経済的イJI日1Iか

ら ~wJÍliされる flJi I向が大きいが、こういった林地(片付¥林

j也よトーytti力の{JlIJf([jからも有効と忠わi'Lる。
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